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山羊の番をするときも本を携え、寸

:。家庭は貧しく、本は司祭や図書

館で借りた。ウェルギリウスの叙事詩『アエネーイス』や『ドン・

キホーテ』、サン・フアン・デ・ラ・クルスやガルシラーソ・デ・ラ・ベ

ガの詩、ガブリエル・ミローの小説など、古典から現代の作品

まで貪るように読んだ。二十歳のころ文芸仲間と知り合い、中

でもラモン・シヘーと親友になる。1933年、詩集『月をきわめる者』

を発表。ゴンゴラ張りの難解な詩は批評家に黙殺され、ガルシ

ーア・ロルカが数少ない理解者の一人だった。1935年、パブロ・

ネルーダとビセンテ・アレイクサンドレと親交を深める。アレイク

サンドレの詩集『破壊、あるいは愛』が以後の詩作の指針と

なる。親友シヘーが若くして病没、哀歌を書き、代表作となる

詩集『やまざる稲妻』に収める。1936年、ガルシーア・ロルカの

言卜報に接し、妻の父も暗殺されると、共和派の第五連隊に入隊。

任務は堅壕掘り。後に文化義勇兵に任命され、新聞やポスタ

ー、兵士たちの葉書など、ありとあらゆる場所に詩を書く。

1937年、第二回文化擁護国際作家会議に参加し、第五回ソ

ヴィエト演劇祭に出席するため文化派遣員としてソ連を旅行。

内戦終結後ポルトガルに逃れようとするがロサル・デ・ラ・フロン

テーラで逮捕、裁判で死刑宣告を受けるが、友人で編集者の

ホセ・マリーア・デ・コシオの嘆願により懲役三十年に減刑。獄

中で詩集『不在の歌とロマンセ集』を執筆。1942年、チフスと

結核を患い獄死。

新たな50年 に向かう第一歩

フラメンコの魂を追い求め続けているうちに五十年という月日

が過ぎ去っていました。

一昨年の舞台『鳥の歌 A Pau Casals』は反骨のチェリスト、

パブロ・カザルスに献げた舞台。昨年の『FEDERICO』 は永

年私が追い求めたアンダルシアの大地に根付いた詩人ロル

カの内的世界を創造。今年は〈愛と平和三部作)の最終章

作品『戦下の詩人たち』〈愛と死のはざまで)を上演します。

昨年夏、グラナダでフェデリコ・ガルシーア・ロルカ没後70周年

記念式典が盛大に催され、主宰者のJ享意と友人でスペイン

を代表するフラメンコ舞踊家クリステイーナ・オヨスご夫妻の計

らいにより参列する事ができました。大勢の招待者の知遇を

得ることが出来ましたが、その中の一人が歴史家・伝記作家

のイアン・ギブソン氏でした。ギブソン氏は今年、“Cuatro

poetas en guerra"を上梓しました。アントニオ・マチャード、フ

ァン・ラモン・ヒメネス、ガルシーア・ロルカ、ミグル・エルナンデス

という四人の詩人がスペイン内戦でいかに共和国政府を支

援し、夢破れたかを描いた伝記です。私はかねてより内戦に

運命を翻弄されながらも恒久平和を願い闘い抜いた詩人た

ちへのオマージュを捧げる事で、人 の々心に平和な世界の至1

来を心より願い(愛と平和)を訴え続けたいとの想いが深かっ

たので、この本の出版は大きな衝撃と共に創造への希求を与

えてくれました。

ギブソン氏の著書にインスピレーションを得た私は、早速スペイ

ン屈指の振付家ハビエル・ラトーレ氏に作品の振付を依頼し

ました。作曲・音楽には今脚光を浴び続けるギターの名手チ

クエロ氏、舞台美術にはスペイン在住でフラメンコと深く関わ

っている堀越千秋氏を迎えて、全く新しい舞台空間創造に挑

戦することにいたしました。作品創造の(夢)に向かってゲス

トのスペイン人出演者たち共 舞々踊団一同各 の々希望が大

きく膨らんでいます。

新しい予感に満ちた〈愛と平和三部作)の終章を成功させる

為、出演者・スタッフー同大きな力を働かせ、舞台創造の限り

ない高みを求めたいと願っています。 ノ1 島ヽ十ヨ


